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RU 28965錠 に よる 化 膿 性 皮 膚 疾 患 の 治 療

川 口新 暉 ・川 口早苗 ・高橋 久

帝京大学医学部皮膚科学教室

竹 島真徳

小川赤十字病院皮膚科

新 しい経口マクロライ ド系抗生剤RU28965の 化膿性皮膚疾患に対する有効性,安 全性の検討を行

った。検討の対象は第I群:毛 嚢炎5例,第II群:痛9例,痛 腫症1例,第III群:膿 痂疹性湿疹1例,

第IV群:蜂 巣炎1例,丹 毒1例,化 膿性爪囲炎2例,第V群:化 膿性汗腺炎1例,感 染性粉瘤6例,

第VI群:二 次感染1例 であった。疾患群別の臨床効果は第I群:治 癒3例,や や改善1例,不 変1例,

第II群:治 癒4例,著 しく改善5例,不 変1例,第III群:著 しく改善1例,第IV群:治 癒3例,著 し

く改善1例,第V群:治 癒2例,か なり改善2例,や や改善1例,不 変1例,増 悪1例,第VI群:治

癒1例 であ り,全 体の有効率は78.6%(か な り改善以上)で あった。

細菌学的検査を行った23例 のうち21例 より菌が分離された。菌の内訳はS.aureus 9株,Staphylococ-

cus sp.8株,そ の他7株 であった。

副作用および臨床検査値異常は認められなかった。

新しく開発された半合成マクロライド系抗生物質RU

28965錠 を皮膚化膿性疾患患者に投与し,臨 床効果およ

び安全性について検討する機会を得たので報告する。

I.　治 験 方 法

1.　対象

昭和61年1月 から61年8月 の間に,帝 京大学皮膚科な

らびに小川赤十字病院皮膚科を訪れた患者のうち,化 膿

性の皮膚疾患を有 し次の除外規定に該当しない患者を対

象とした。

1) マクロライド系抗生物質に過敏症の既往のある患

者。

2) 重篤な肝機能および腎機能障害のある患者。

3) 基礎疾患が重篤で治験の継続又は判定に影響があ

ると思われる患者。

4) 直前(2日 以内)ま で化学療法剤を使用 していた患

者。

5) 妊婦 および授乳中の患者。

6) その他主治医が不適と判断する患者。

患者の総計は28例 で,年 齢は13～82歳,男 性16例,女

性12例 であった。

2.　投与方法

RU 28965 150mg錠 を1回1錠,1日2回 朝 ・夕食

前に経口投与 し,投 与期間は5～18日 間(平 均9.3日 間)

であった。

3.　評価方法

1) 臨床効果

対象疾患を下記のように6群 に分け,各 群について適

当と思われる評価項目(下記カッコ内)を定めて,そ の程

度を治療開始日,3日 後,7日 後,10日 後,14H後 に観

察することにより改善度を評価 した。

第I群:毛 嚢炎

(丘疹,膿 庖,硬 結)

第II群:癌,癌 腫症,〓

(硬結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹)

第III群:伝 染性膿痂疹,膿 痂疹性湿疹

(水庖,び らん,発 赤,発 疹新生)

第IV群:蜂 巣炎,丹 毒,表 在性 リンパ管(節)炎,化 膿性

爪囲炎,療 疽,感 染性血栓性静脈炎

(硬結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹)

第V群:皮 下膿瘍,化 膿性汗腺炎,感 染性粉瘤,集 族性

座瘡,慢 性膿皮症,肛 門周囲膿瘍

(硬結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹)

第VI群:外 傷 ・熱傷 ・手術創などの二次感染,感 染性褥

瘡

(自発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹,膿 苔付着,浸 出

液)

臨床効果は投与終了時の全般改善度をもとに次の7段

階で評価した。

1:治 癒

2:著 しく改善

3:か なり改善
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4:や や改善

5:不変

6:増 悪

7:著 しく増悪

2) 細菌学的効果

病巣の細菌学的検査を治験開始 日および病変の経過に

より投与後にも実施 し,菌 の消長より細菌学的効果を次

の5段階で判定した。

1:陰性化

2:一 部消失

3:菌 交代

4:不 変

5:不 明

3) 概括安全度

治療開始日および投与終了時に臨床検査を実施し,ま

た,治療開始後に副作用の有無および程度の観察を行っ

た。

II.　治 験 結 果

1.　臨床効果

治験症例28例 の一覧表をTable 1に示す。疾患群別の

臨床効果は,第I群5例 中治癒3例,や や改善1例,不

変1例,第II群10例 中治癒4例,著 しく改善5例,不 変

1例,第III群著 しく改善1例,第IV群4例 中治癒3例,

著しく改善1例,第V群7例 中治癒2例,か なり改善2

例,や や改善1例,不 変1例,増 悪1例,第VI群 治癒1

例(Table 2)で,全 体の有効率は78.6%(か な り改善以

上)で あった。

2.　細菌学的効果

細菌学的検査を行った23例 のうち21例 より菌が分離 さ

れた。分離菌別の細菌学的効県はTable 3に示 した通 り

であり,菌 の消長が不明のもの以外は全例陰性化であっ

た。

分離菌24株 中,S.aureusが9株,コ アグラーゼ陰性

のStaphylococcus sp.が8株 で,S.aureus 4株 がMIC>

100μg/ml以 上の耐性菌であった。

3.　臨床検査値異常および副作用

臨床検査値異常,副 作用とも特に認められなかった。

III.　考 案

マクロライド系抗生物質は経口剤が多く,皮 膚科など

の外来投与に適 し,か つ皮膚科領域の主要起炎菌である

グラム陽性球菌に有効であるなどの特性を有するもので

あるが,血 中濃度が上がらない憾みがある。今回,血 中

濃度が高 くなる新マクロライド系薬であるRU 28965を

用いて,そ の効果を皮膚科学的に検討 した。しかし,最

近皮膚科領域においてマクロライド系やペニシリン系抗

生剤の耐性が高 くなっている。今回,エ リスロマイシン

Aの9位 のケトンを2-メ トキシーエ トキシーメチルオキシ

ムで置換 した新しい半合成マクロライド系抗生剤である

RU 28965を,1日300mg,5～18日 間経口的に各種皮膚

感染症に投与し,臨 床効果と細菌学的効果についての検

討 も行った。

今回,RU28965の 内服による治療成績は28例 中治癒

Table 2 Clinical effect
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13例,著 しく改善7例,か なり改善2例 であり,か なり

改善以上を有効と考えると有効率は78.6%と な り高い臨

床効果を示 した。

疾患群別に効果をみてみると,棚 や郷腫症などを含む

第H群,膿 痂疹性湿疹、伝染性膿痂疹の第III群,蝉 窩織

炎,丹 毒などの第IV群,二 次感染を含む第VI群 では,か

なり改善以上が90～100%と 極めて高い成績が得られた。

しかし,毛 嚢炎の第I群 と感染性粉瘤や化膿性汗腺炎な

どを含む第V群 では,そ れぞれ60%,66%と 低い結果で

あった。これは従来の他の抗生剤の化膿性皮膚疾患に対

する臨床成績と同様の傾向である。第1群 は皮脂の分泌

充進や起炎菌がPropionibacterium acnesや Pityrosporumな

どが関与しているため,本 剤のみの単独投与による有効

率は良くない。第V群 では薬剤が嚢腫壁を滲透して効果

を発揮するため充分な効果が得られなかった。また,浅

在性化膿性疾患を代表する窃などを含む第II群 と蜂窩織

Table 3 Bacterial effect

Fig. 1 Sensitivity distribution of clinical  isolates of S. aureus (106 cells/mil)
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Fig. 2 Sensitivity distribution of clinical isolates of Staphylococcus sp.

炎,丹 毒 な どを含 む 第IV群 で は,そ れ ぞ れ90%,100%

の高い有効率 を示 した 。

細菌学 的検討 で は,化 膿 性 皮 膚 疾患 の 原 因菌 と して 検

出頻度の高 いS.aureus,Staphylococcus sp.の 病 巣 分 離 株

に対す るMICを 検 討 して み た(Fig.1,2)。RU 28965

のS.aureusに 対 す るMICの ピー ク は0.39μg/mlで あ り,

EMと 比較 して み る と1管 程 度 高 い が,JMと ほ ぼ 同 等

あるいはそれ よ りも優 れ た抗 菌 力 を示 した 。ABPCと 比

べると明 らか に優 れ た抗 菌 力 を 示 した 。 また,100μg/

ml以 上 の耐性 菌 はRU 28965,EM,JM,ABPCと もほ

ぼ同程度 を示 した。一方,Staphylococcus sp.に 対す る

MICで は,RU 28965とJMは ほぼ同等の抗菌力 を示 し

たが,EMに 比較すると2管 程度高かった。

本剤の治験中,副 作用は全 く認められなかった。臨床

検査異常値も有意な上昇はほとんど認めなかった。

以上のように本剤の皮膚科領域における有効性 と安全

性について検討したが,得 られたこれらの結果から化膿

性皮膚疾患に対して極めて有用であり,副 作用も全く認

められず,極 めて安全性の高い薬剤であることがいえる。
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TREATMENT OF PYODERMATITIS WITH RU 28965

YOSHITERU KAWAGUCHI, SANAE KAWAGUCHI and HISASHI TAKAHASHI
Department of Dermatology, School of Medicine, Teikyo University

MASANORI TAKESHIMA
Department of Dermatology, Ogawa Red Cross Hospital

We investigated the efficacy and safety of a new oral macrolide, RU 28965, for pyodermatitis. The results are pre-

sented here.
The subjects were: Group I, folliculitis 5; Group II, furuncle 9, and boil 1; Group III, eczema impetiginosum 1;

Group IV, cellulitis 1, erysipelas 1 and pyoparonychia 2; Group V, hydradenitis suppurativa 1 and infectious atheroma 6,
and Group VI, secondary infection 1.

Clinical effect classified by group was: Group I , cure 3 cases, slight improvement 1 and unchanged 1; Group II, cure
4, marked improvement 5 and unchanged 1; Group III, marked improvement 1; Group IV, cure 3 and marked improve-

ment 1; Group V, cure 2, fair improvement 2, slight improvement 1, unchanged.1 and aggravation 1; Group VI, cure 1.
The overall efficacy rate was 78.6% (fair, improvement and better).

Organisms isolated from 21 of 23 cases were investigated bacteriologically: 9 strains of S. aureus, 8 of Staphylococcus
sp. and 7 other strains. Neither side- effects nor abnormal laboratory test results were observed.


